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顎口腔領域の画像診断

―顎下腺炎のCT画像診断―

丸山清　長内剛　柴田常克

松本歯科大学　歯科放射線学講座（主任　丸山　清教授）

　症例は41才の男性で』の疹痛と頬部腫脹あり，

その後顎下部腫脹を訴えて来院，白血球が1万以

上あり，炎症として抗生物質等投与して腫瘤は縮

小してきた．吸引細胞診の結果は好中球，成熟リ

ンパ球多数を認め炎症性病変と診断された．

　CT画像はWharton’s　ductからイオパミPン

300を5倍に稀釈して約1．5　cc注入した直後scan

したものである．

　右顎下腺ぱ梢腫脹しており且同部の広頸筋が肥

大して炎症の拡がりを示している．顎下腺の辺縁

は明瞭で，腺葉構造は正しく且均等に造影されて

おり．陰影欠損等は見られない．
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図1：Scan　level

　　　下顎下縁に平行で顎下腺を通るレベル
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図2：顎下部CT像
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図3：図2のトレース像


